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(57)【要約】
【課題】電気自動車の充電インフラを管理すること。
【解決手段】電気自動車は、前記充電インフラ管理シス
テム１００により制御される車載器と、前記車載器へ入
力されるデータ、前記車載器から出力されるデータを前
記充電インフラ管理システムに送受信する通信器と、充
電器から電力を受電する電力供給インターフェースと、
を備え、前記車載器は前記充電インフラ管理システムか
ら給電を許可する制御信号を受信し、前記電力供給イン
ターフェースが接続されると、前記充電器から前記電力
供給インターフェースが取り外すことができないように
前記充電器に対して前記電力供給インターフェースをロ
ックする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電インフラ管理システムによって制御される充電インフラの充電器により給電される
電気自動車であって、
　前記電気自動車は、
　前記充電インフラ管理システムにより制御される車載器と、
　前記車載器へ入力されるデータ、前記車載器から出力されるデータを前記充電インフラ
管理システムに送受信する通信器と、
　充電器から電力を受電する電力供給インターフェースと、
　を備え、
　前記車載器は前記充電インフラ管理システムから給電を許可する制御信号を受信し、前
記電力供給インターフェースが接続されると、前記充電器から前記電力供給インターフェ
ースが取り外すことができないように前記充電器に対して前記電力供給インターフェース
をロックする、
　ことを特徴とする、
　電気自動車。
【請求項２】
　充電インフラ管理システムによって制御される充電インフラの充電器により給電される
電気自動車であって、
　前記電気自動車は、
　前記充電インフラ管理システムにより制御される車載器と、
　前記車載器へ入力されるデータ、前記車載器から出力されるデータを前記充電インフラ
管理システムに送受信する通信器と、
　充電器から電力を受電する電力供給インターフェースと、
　を備え、
　前記車載器は前記充電インフラ管理システムから給電を終了する制御信号を受信すると
、前記充電器から前記電力供給インターフェースを取り外すことができるように前記充電
器に対して前記電力供給インターフェースをアンロックする、
　ことを特徴とする、
　電気自動車。
【請求項３】
　充電インフラ管理システムによって制御される充電インフラの充電器により給電される
電気自動車であって、
　前記電気自動車は、
　前記充電インフラ管理システムにより制御される車載器と、
　前記充電インフラ管理システムにより発行されたICカードに蓄積された情報を読み出す
カードリーダと、
　車載器へ入力されるデータ、車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管理シス
テムに送受信する通信器と、
　前記車載器に蓄積されたデータ、前記通信器により通信されるデータを表示する車載表
示装置と、
　を備え、
　前記通信器は、前記カードリーダにより読み出された利用会員IDとパスワードを前記充
電インフラ管理システムに送信し、
　前記充電インフラ管理システムが送信する前記利用会員IDとパスワードに結び付けられ
た特定の充電インフラに関する情報を前記通信器が受信する、
　ことを特徴とする、
　電気自動車。
【請求項４】
　充電インフラ管理システムによって制御される充電インフラの充電器により給電される
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電気自動車であって、
　前記電気自動車は、
　前記充電インフラ管理システムと情報通信を行う車載器と、
　前記充電インフラ管理システムにより発行されたICカードに蓄積された情報を読み出す
カードリーダと、
　車載器へ入力されるデータ、車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管理シス
テムに送受信する通信器と、
　前記車載器に蓄積されたデータ、前記通信器により通信されるデータを表示する車載表
示装置と、
　を備え、
　前記カードリーダは、ICカードに蓄積された利用会員IDおよびパスワードを読み出し、
　前記通信器が前記利用会員IDおよびパスワードを前記充電インフラ管理システムに送信
し、
　前記電気自動車が前記充電インフラに到達した時に、
　前記前記充電インフラ管理システムは、前記利用会員IDおよびパスワードと結び付けら
れた充電器を案内する情報を前記車載器に送信し、
　前記車載表示装置は、特定された充電器を表示することにより、電気自動車を特定の充
電器に導く、
　ことを特徴とする、
　電気自動車。
【請求項５】
　充電インフラ管理システムによって制御される充電インフラの充電器により給電される
電気自動車であって、
　前記電気自動車は、
　前記充電インフラ管理システムと情報通信を行う車載器と、
　現在位置情報を取得するGPSと、
　車載蓄電池の充電残量情報取得部と、
　車載器へ入力されるデータ、車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管理シス
テムに送受信する通信器と、
　前記車載器に蓄積されたデータ、前記通信器により通信されるデータを表示する車載表
示装置と
　を備え、
　前記通信器は、前記GPSにより取得される前記電気自動車の現在位置情報と、前記充電
残量情報取得部により取得される充電残量の情報を前記充電インフラ管理システムに送信
し、
　前記車載器は、前記充電インフラ管理システムが有する複数の充電インフラの位置情報
、予約状況情報、前記電気自動車の現在位置、および充電残量の情報のうちの少なくとも
一つに基づいて決定される充電インフラの位置情報を受信し、
　前記車載表示装置は、特定された充電インフラを表示することにより、電気自動車を特
定の充電インフラに導く、
　ことを特徴とする、
　電気自動車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気自動車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気自動車の充電場所は、主には車庫で充電することになるが、電気自動車が１回の充
電で走行できる距離には限りがあるので、出かけた先に充電スタンドも必要になる。充電
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スタンドに関する技術としては、種々のものが知られている（例えば、特許文献１から３
参照。）。
【０００３】
　特許文献１に記載の技術は、街の中の、又は観光地等の充電所に設置される充電装置で
ある。また、特許文献１に記載の技術は、駐車場に設置される駐車装置と充電機構とを結
合した、駐車装置付き充電装置である。より具体的に説明すると、特許文献１に記載の充
電装置は、充電ケーブルによる電源とバッテリとの接続を検知する。そして、充電装置は
、充電ケーブルにより接続された車両のバッテリの電気容量を検出する。そして、充電装
置は、検出した容量に対応する充電可能時間を表示する。そして、充電装置は、表示され
た充電可能時間の範囲で充電時間を設定する。そして、充電装置は、投入された貨幣の鑑
別、受入れ、又は挿入されたカードに対する読取り、書込み処理を行う。そして、充電装
置は、設定された充電時間に対応する充電料金額を算出して表示する。そして、充電装置
は、収受した金額Ｘと算出された充電料金額ＹとがＸ≧Ｙの条件を満たす場合に、設定さ
れた充電時間において充電指令信号を出力する。そして、充電装置は、充電指令信号に基
づいて電源より充電ケーブルを介して接続されている車両のバッテリに充電する。
【０００４】
　特許文献２に記載の技術は、マンション等の共有スペースに設置し、特定多数の利用者
による共用に適した給電装置である。より具体的に説明すると、特許文献２に記載の給電
装置は、利用者を識別するための利用者識別情報を取得する。そして、給電装置は、取得
された利用者識別情報を認証手段に送信する。そして、給電装置は、認証手段による認証
結果に基づき、給電制限を解除する。そして、給電装置は、所定の電気装置に対する給電
量を含む利用情報を生成する。
【０００５】
　特許文献３に記載の技術は、給電サービス事業者と契約を締結した電気自動車のユーザ
に対して、使用電力量に応じた電力料金を含む給電装置の利用料を容易に課金し得る電気
自動車の給電課金システムである。より具体的に説明すると、特許文献３に記載の給電課
金システムは、端末器から給電サーバへのアクセスにより給電装置を特定すると共にユー
ザ認証を行う。そして、給電課金システムは、給電装置の特定、及びユーザ認証の完了後
に給電サーバからの指令に基づいて給電装置の給電スイッチをＯＮして給電を開始する。
そして、給電課金システムは、給電スイッチのＯＦＦによる給電終了後に計測器により計
測された使用電力量を給電サーバへ送信する。そして、給電課金システムは、使用電力量
に応じた電力料金を含む利用料を給電サーバで算出すると共に利用料を端末器へ送信する
。そして、給電課金システムは、利用料の決済処理によりユーザに課金する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平０６－３１８２８８号公報
【特許文献２】特開２０１０－２１３４９７号公報
【特許文献３】特開２０１１－０３４５００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したように、特許文献１に記載の技術は、不特定の利用者が利用する充電スタンド
のための技術である。そのため、特許文献１に記載の技術は、特定の利用者が利用する充
電スタンドに適用した場合、様々な問題が生じる虞がある。
【０００８】
　一方、特許文献２、３に記載の技術は、特定の利用者が利用する充電スタンドのための
技術である。そのため、特許文献２、３に記載の技術は、不特定の利用者が利用する充電
スタンドに適用した場合、様々な問題が生じる虞がある。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の形態によると、電気自動車は、充電インフ
ラ管理システムによって制御される充電インフラの充電器により給電される電気自動車で
あって、前記電気自動車は、前記充電インフラ管理システムにより制御される車載器と、
前記車載器へ入力されるデータ、前記車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管
理システムに送受信する通信器と、充電器から電力を受電する電力供給インターフェース
とを備え、前記車載器は前記充電インフラ管理システムから給電を許可する制御信号を受
信し、前記電力供給インターフェースが接続されると、前記充電器から前記電力供給イン
ターフェースが取り外すことができないように前記充電器に対して前記電力供給インター
フェースをロックする。
【００１０】
　本発明の第２の形態によると、電気自動車は、充電インフラ管理システムによって制御
される充電インフラの充電器により給電される電気自動車であって、前記電気自動車は、
前記充電インフラ管理システムにより制御される車載器と、前記車載器へ入力されるデー
タ、前記車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管理システムに送受信する通信
器と、充電器から電力を受電する電力供給インターフェースと、を備え、前記車載器は前
記充電インフラ管理システムから給電を終了する制御信号を受信すると、前記充電器から
前記電力供給インターフェースを取り外すことができるように前記充電器に対して前記電
力供給インターフェースをアンロックする。
【００１１】
　本発明の第３の形態によると、電気自動車は、充電インフラ管理システムによって制御
される充電インフラの充電器により給電される電気自動車であって、前記電気自動車は、
前記充電インフラ管理システムにより制御される車載器と、前記充電インフラ管理システ
ムにより発行されたICカードに蓄積された情報を読み出すカードリーダと、車載器へ入力
されるデータ、車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管理システムに送受信す
る通信器と、前記車載器に蓄積されたデータ、前記通信器により通信されるデータを表示
する車載表示装置と、を備え、前記通信器は、前記カードリーダにより読み出された利用
会員IDとパスワードを前記充電インフラ管理システムに送信し、前記充電インフラ管理シ
ステムが送信する前記利用会員IDとパスワードに結び付けられた特定の充電インフラに関
する情報を前記通信器が受信する。
【００１２】
　本発明の第４の形態によると、充電インフラ管理システムによって制御される充電イン
フラの充電器により給電される電気自動車であって、前記電気自動車は、前記充電インフ
ラ管理システムと情報通信を行う車載器と、前記充電インフラ管理システムにより発行さ
れたICカードに蓄積された情報を読み出すカードリーダと、車載器へ入力されるデータ、
車載器から出力されるデータを前記充電インフラ管理システムに送受信する通信器と、前
記車載器に蓄積されたデータ、前記通信器により通信されるデータを表示する車載表示装
置と、を備え、前記カードリーダは、ICカードに蓄積された利用会員IDおよびパスワード
を読み出し、前記通信器が前記利用会員IDおよびパスワードを前記充電インフラ管理シス
テムに送信し、前記電気自動車が前記充電インフラに到達した時に、前記前記充電インフ
ラ管理システムは、前記利用会員IDおよびパスワードと結び付けられた充電器を案内する
情報を前記車載器に送信し、前記車載表示装置は、特定された充電器を表示することによ
り、電気自動車を特定の充電器に導く。
【００１３】
　本発明の第５の形態によると、充電インフラ管理システムによって制御される充電イン
フラの充電器により給電される電気自動車であって、前記電気自動車は、前記充電インフ
ラ管理システムと情報通信を行う車載器と、現在位置情報を取得するGPSと、車載蓄電池
の充電残量情報取得部と、車載器へ入力されるデータ、車載器から出力されるデータを前
記充電インフラ管理システムに送受信する通信器と、前記車載器に蓄積されたデータ、前
記通信器により通信されるデータを表示する車載表示装置とを備え、前記通信器は、前記



(6) JP 2016-123271 A 2016.7.7

10

20

30

40

50

GPSにより取得される前記電気自動車の現在位置情報と、前記充電残量情報取得部により
取得される充電残量の情報を前記充電インフラ管理システムに送信し、前記車載器は、前
記充電インフラ管理システムが有する複数の充電インフラの位置情報、予約状況情報、前
記電気自動車の現在位置、および充電残量の情報のうちの少なくとも一つに基づいて決定
される充電インフラの位置情報を受信し、前記車載表示装置は、特定された充電インフラ
を表示することにより、電気自動車を特定の充電インフラに導く。
【発明の効果】
【００１４】
　以上の説明から明らかなように、この発明によれば、電気自動車を充電させるための充
電器の他に、任意の各種充電インフラ用機器が設けられた様々な運用形態の充電インフラ
を管理することができる。例えば、本発明に係る充電インフラは、特定の利用者が利用す
る充電インフラにも、不特定の利用者が利用する充電インフラにも対応して、その管理を
行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態に係る充電インフラ管理システム１００の利用環境の一例を示す図で
ある。
【図２】充電インフラ２００の構成の一例を示す図である。
【図３】充電インフラ２００の構成の他の例を示す図である。
【図４】充電インフラ２００の構成の更に他の例を示す図である。
【図５】充電インフラ２００の構成の更に他の例を示す図である。
【図６】機器制御装置１１０のブロック構成の一例を示す図である。
【図７】単価情報格納部１２７に格納されている情報の一例をマトリクス形式で示す図で
ある。
【図８】利用会員情報格納部１２８に格納されている情報の一例をテーブル形式で示す図
である。
【図９】充電器情報格納部１２９に格納される情報の一例をテーブル形式で示す図である
。
【図１０】管理情報格納部１３０に格納される情報の一例をテーブル形式で示す図である
。
【図１１】システム管理サーバ１５０のブロック構成の一例を示す図である。
【図１２】利用会員情報格納部１６１に格納される情報の一例をテーブル形式で示す図で
ある。
【図１３】充電インフラ情報格納部１６２に格納される情報の一例をテーブル形式で示す
図である。
【図１４】機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０の動作シーケンスの一例
を示す図である。
【図１５】機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０の動作シーケンスの他の
例を示す図である。
【図１６】システム管理サーバ１５０の動作フローの一例を示す図である。
【図１７】機器制御装置１１０の動作フローの一例を示す図である。
【図１８】機器制御装置１１０の動作フローの他の例を示す図である。
【図１９】機器制御装置１１０の動作フローの更に他の例を示す図である。
【図２０】機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０の動作シーケンスの更に
他の例を示す図である。
【図２１】機器制御装置１１０の動作フローの更に他の例を示す図である。
【図２２】機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０をコンピュータ等の電子
情報処理装置でそれぞれ構成した場合のハードウェア構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではなく、また、実施形態の中で説明されている特徴の組
み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１７】
　図１は、一実施形態に係る充電インフラ管理システム１００の利用環境の一例を示す。
充電インフラ管理システム１００は、電気自動車の複数の充電インフラ２００ａ、ｂ、ｃ
、・・・（以下、充電インフラ２００と総称する。）を管理するシステムである。ここで
、充電インフラ２００とは、電気自動車を充電するための充電器が設けられた設備である
。充電インフラ２００の構成は、様々な運用形態が考えられる。そして、充電インフラ２
００内に設けられる各種の充電インフラ用機器の組合せは、充電インフラ２００の運用形
態によって異なる。その場合、充電器の制御方法は、採用される充電インフラ用機器の組
合せによって異なるものとなる。充電インフラ管理システム１００は、各種の充電インフ
ラ用機器のうち、採用する充電インフラ用機器として管理者に選択された機器の組合せに
応じて、異なる制御方法をとるように動作するシステムである。
【００１８】
　充電インフラ管理システム１００は、複数の機器制御装置１１０ａ、ｂ、ｃ、・・・（
以下、機器制御装置１１０と総称する。）、及びシステム管理サーバ１５０を備える。シ
ステム管理サーバ１５０は、各機器制御装置１１０、複数のクレジット会社サーバ１７０
ａ、ｂ、ｃ、・・・（以下、クレジット会社サーバ１７０と総称する。）、及び複数の利
用者装置１８０ａ、ｂ、ｃ、・・・（以下、利用者装置１８０と総称する。）と、それぞ
れ通信回線Ｉを介して通信接続される。また、各充電インフラ２００に設けられた機器制
御装置１１０は、複数の管理者装置１９０ａ、ｂ、ｃ、・・・（以下、管理者装置１９０
と総称する。）のうち、その充電インフラ２００の管理者の管理者装置１９０と通信回線
Ｉを介して通信接続される。ここで、通信回線Ｉは、インターネット等のコンピュータネ
ットワーク、通信事業者のコアネットワーク、及び種々のローカルネットワークを含む。
【００１９】
　機器制御装置１１０は、充電インフラ２００に設けられている各種機器の動作を制御す
る装置である。より具体的に説明すると、機器制御装置１１０は、充電インフラ２００に
設けられている。そして、機器制御装置１１０は、その充電インフラ２００に共に設けら
れている各種機器の動作を制御する。
【００２０】
　システム管理サーバ１５０は、充電インフラ管理システム１００の運用に必要な情報を
管理するサーバである。より具体的に説明すると、システム管理サーバ１５０は、充電イ
ンフラ管理システム１００に加盟している各充電インフラ２００に関する情報、及び充電
インフラ管理システム１００を利用する複数の電気自動車の利用者に関する情報を管理す
る。
【００２１】
　クレジット会社サーバ１７０は、クレジットカード会社によって運用される電子決済サ
ーバである。より具体的に説明すると、クレジット会社サーバ１７０は、自社のクレジッ
トカードの会員が充電インフラ２００を利用した場合に、その利用料金の電子決済を受け
付ける。ここで、電子決済とは、現金を用いずに電子的にデータを交換することにより商
品やサービスの対価を支払うことである。
【００２２】
　利用者装置１８０は、充電インフラ管理システム１００を利用する電気自動車の利用者
が使用する装置である。より具体的に説明すると、利用者装置１８０は、携帯電話、ＰＤ
Ａ等（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）の携帯情報端末、パ
ソコン、及びＤＳＲＣ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｓｈｏｒｔ　Ｒａｎｇｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ）車載器を含む。
【００２３】
　管理者装置１９０は、充電インフラ２００の管理者が使用する装置である。より具体的
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に説明すると、管理者装置１９０は、携帯電話、ＰＤＡ等の携帯情報端末、及びパソコン
を含む。
【００２４】
　なおまた、本実施形態においては、説明が煩雑になることを防ぐことを目的として、充
電インフラ管理システム１００が一のシステム管理サーバ１５０を備える構成について説
明する。しかしながら、充電インフラ管理システム１００は、複数のシステム管理サーバ
１５０を備えてよい。
【００２５】
　図２は、充電インフラ２００の構成の一例を示す。この例の充電インフラ２００は、デ
パートの駐車場のような多数の駐車スペース２０１ａ～ｅ（以下、駐車スペース２０１と
総称する。）を備える駐車場において、一部の駐車スペース２０１ａ～ｃを、電気自動車
を充電させるための駐車スペース２０１として利用する例である。ここで、電気自動車を
充電させるための駐車スペース２０１は、充電インフラ２００を利用するための会員登録
を事前に行った利用会員専用として運用されたり、利用会員のうち利用予約を事前に行っ
た利用予約者専用として運用されたり、不特定の利用者が利用できるように運用されたり
する。充電インフラ２００の管理者は、いずれの運用方法を採用するか、駐車スペース２
０１毎に設定することができるものとする。
【００２６】
　この例の充電インフラ２００には、機器制御装置１１０、複数の充電器２１０ａ～ｃ（
以下、充電器２１０と総称する。）、２つのＤＳＲＣ路側無線装置２２０ａ、ｂ（以下、
ＤＳＲＣ路側無線装置２２０と総称する。）、複数のＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉ
ｒｃｕｉｔ）カードリーダ２４０ａ～ｃ（以下、ＩＣカードリーダ２４０と総称する。）
、複数のフラップ板２５０ａ～ｃ（以下、フラップ板２５０と総称する。）、複数のセン
サー２６０ａ～ｃ（以下、センサー２６０と総称する。）、及び複数の自動精算機２７０
ａ～ｅ（以下、自動精算機２７０と総称する。）が設けられている。機器制御装置１１０
は、各充電器２１０、各ＤＳＲＣ路側無線装置２２０、各ＩＣカードリーダ２４０、各フ
ラップ板２５０、各センサー２６０、及び各自動精算機２７０とそれぞれ電気的に接続さ
れている。なおまた、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０は、この発明における「無線送信装置
」の一例であってよい。また、ＩＣカードリーダ２４０は、この発明における「利用会員
データ読取装置」の一例であってよい。また、フラップ板２５０は、この発明における「
進入規制装置」の一例であってよい。また、センサー２６０は、この発明における「検知
器」の一例であってよい。
【００２７】
　充電器２１０は、電力供給インターフェースを介して、電気自動車へ電力を供給する機
器である。より具体的に説明すると、充電器２１０は、駐車スペース２０１ａ～ｅのうち
、電気自動車を充電させるための駐車スペース２０１として割り当てられた駐車スペース
２０１ａ～ｃにそれぞれ１つずつ設けられている。そして、充電器２１０は、給電を許可
する旨を示す制御信号を機器制御装置１１０から受信すると、電気自動車へ電力を供給し
得る状態となる。そして、充電器２１０は、電気自動車に電力供給インターフェースが接
続されると、電気自動車から電力供給インターフェースを取外すことができないように、
電気自動車に対して電力供給インターフェースをロックする。そして、充電器２１０は、
電気自動車への電力の供給量を通知するよう要求する旨のデータを、機器制御装置１１０
から受信すると、電気自動車への電力の供給量を示すデータを、機器制御装置１１０へ送
信する。そして、充電器２１０は、電力供給インターフェースのロックの解除を許可する
旨を示す制御信号を機器制御装置１１０から受信すると、電気自動車に対する電力供給イ
ンターフェースのロックを解除する。
【００２８】
　ＤＳＲＣ路側無線装置２２０は、電気自動車のＤＳＲＣ車載器とＤＳＲＣによりデータ
を送受信する機器である。より具体的に説明すると、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ａは、
充電インフラ２００の出入口２０２の近傍に設けられている。そして、ＤＳＲＣ路側無線



(9) JP 2016-123271 A 2016.7.7

10

20

30

40

50

装置２２０ａは、充電インフラ２００について案内する情報を含むデータを、ＤＳＲＣに
より通信エリアＣａ内にデータを常時送信している。ここで、充電インフラ２００につい
て案内する情報としては、例えば、充電スペース２０１ａ～ｃの場所やその空き状況、充
電インフラ２００に入場したことに対するＷｅｌｃｏｍｅメッセージ、充電インフラ２０
０に併設されているデパート等の商業施設の広告等が考えられる。
【００２９】
　一方、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、充電スペース２０１ａ～ｃの近傍に設けられ
ている。そして、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、ＤＳＲＣにより通信エリアＣｂ内に
データを常時送信している。そして、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、電気自動車のＤ
ＳＲＣ車載器からデータを受信すると、利用会員ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）とパスワ
ードを送信するよう要求する旨のデータを、ＤＳＲＣにより通信エリアＣｂ内に送信する
。そして、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、利用会員ＩＤとパスワードを示すデータを
、データ送信後の所定時間内に、ＤＳＲＣにより電気自動車のＤＳＲＣ車載器から受信す
ると、そのデータを機器制御装置１１０へ送信する。そして、ＤＳＲＣ路側無線装置２２
０ｂは、利用させるべき駐車スペース２０１の場所を案内する情報を含むデータを、機器
制御装置１１０から受信すると、そのデータをＤＳＲＣにより通信エリアＣｂ内に送信す
る。なおまた、利用会員ＩＤとパスワードを示すデータは、この発明における「利用会員
データ」の一例であってよい。
【００３０】
　ＩＣカードリーダ２４０は、ＩＣカードに記憶されているデータを読み出す機器である
。より具体的に説明すると、ＩＣカードリーダ２４０は、充電器２１０が設けられた駐車
スペース２０１ａ～ｃの近傍にそれぞれ設けられている。そして、ＩＣカードリーダ２４
０は、ＩＣカードに記憶されているデータを読み出すと、そのデータを機器制御装置１１
０へ送信する。
【００３１】
　フラップ板２５０は、駐車スペース２０１への車両の進入を規制する機器である。より
具体的に説明すると、フラップ板２５０は、充電器２１０が設けられた駐車スペース２０
１ａ～ｃ内の地表にそれぞれ埋め込まれている。そして、フラップ板２５０は、板が上が
っている状態において、駐車スペース２０１への車両の進入を規制する。そして、利用会
員専用、又は利用予約者専用の駐車スペース２０１に設けられたフラップ板２５０は、そ
の駐車スペース２０１内に車両が駐車していない場合、板が上がっている。そして、フラ
ップ板２５０は、規制の解除を許可する旨を示す制御信号を機器制御装置１１０から受信
すると、板が下がる。そして、フラップ板２５０は、規制を許可する旨を示す制御信号を
機器制御装置１１０から受信すると、板が上がる。一方、不特定の利用者が利用できる駐
車スペース２０１に設けられたフラップ板２５０は、常時、板が下がっている。
【００３２】
　センサー２６０は、車両を検知する機器である。より具体的に説明すると、センサー２
６０は、充電器２１０が設けられた駐車スペース２０１ａ～ｃにそれぞれ設けられている
。そして、センサー２６０は、その駐車スペース２０１内の車両を検知すると、その旨を
示す検知信号を機器制御装置１１０へ送信する。
【００３３】
　自動精算機２７０は、充電インフラ２００の利用料金を精算する機器である。より具体
的に説明すると、自動精算機２７０は、各駐車スペース２０１に設けられている。自動精
算機２７０は、充電インフラ２００の利用料金の支払いを開始するための支払開始スイッ
チと、貨幣が投入される投入口を備えている。そして、自動精算機２７０は、支払開始ス
イッチが押下されると、清算を要求する旨を示すデータを機器制御装置１１０へ送信する
。そして、自動精算機２７０は、充電インフラ２００の利用料金を示すデータを機器制御
装置１１０から受信すると、その利用料金と同じ額の貨幣が投入口から投入されるまで待
機状態となる。そして、自動精算機２７０は、利用料金と同じ額の貨幣が投入口から投入
されると、その旨を示すデータを機器制御装置１１０へ送信する。
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【００３４】
　図３は、充電インフラ２００の構成の他の例を示す。この例の充電インフラ２００は、
コインパーキングのような有料駐車場の駐車スペース２０１ａ～ｃを、電気自動車を充電
させるための駐車スペース２０１として利用する例である。
【００３５】
　この例の充電インフラ２００には、機器制御装置１１０、複数の充電器２１０ａ～ｃ、
ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂ、複数のＩＣカードリーダ２４０ａ～ｃ、複数のフラップ
板２５０ａ～ｃ、複数のセンサー２６０ａ～ｃ、及び複数の自動精算機２７０ａ～ｃが設
けられている。これら各構成要素の機能及び動作は、それぞれ図２に示す例の充電インフ
ラ２００における、対応する構成要素の機能及び動作と同一であるから説明を省略する。
【００３６】
　コインパーキングのような有料駐車場は、デパートの駐車場と比較して駐車スペース２
０１の数が少ないため、全ての駐車スペース２０１を、電気自動車を充電させるための駐
車スペース２０１として利用している。したがって、この例の充電インフラ２００は、図
２に示す例の充電インフラ２００と比較して、充電インフラ２００について案内するため
に必要な機器であるＤＳＲＣ路側無線装置２２０ａが省かれている。
【００３７】
　図４は、充電インフラ２００の構成の更に他の例を示す。この例の充電インフラ２００
は、コンビニエンスストアの駐車場の駐車スペース２０１を、電気自動車を充電させるた
めの駐車スペース２０１として利用する例である。また、この例の充電インフラ２００は
、ガソリンスタンドのような充電スタンドとする場合にも適用することができる。
【００３８】
　この例の充電インフラ２００には、機器制御装置１１０、複数の充電器２１０ａ～ｃ、
及び複数の自動精算機２７０ａ～ｃが設けられている。これら各構成要素の機能及び動作
は、それぞれ図２に示す例の充電インフラ２００における、対応する構成要素の機能及び
動作と同一であるから説明を省略する。
【００３９】
　コンビニエンスストアの駐車場や、ガソリンスタンドのような充電スタンドは、特定の
会員や予約者にのみ利用させるような運用はあまり採用されない。したがって、この例の
充電インフラ２００は、図３に示す例の充電インフラ２００と比較して、特定の会員や予
約者にのみ利用させるために必要な機器であるＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂ、ＩＣカー
ドリーダ２４０、フラップ板２５０、及びセンサー２６０が更に省かれている。
【００４０】
　図５は、充電インフラ２００の構成の更に他の例を示す。この例の充電インフラ２００
は、タクシー会社の駐車場や、カーシェアリングの駐車場の駐車スペース２０１を、電気
自動車を充電させるための駐車スペース２０１として利用する例である。
【００４１】
　この例の充電インフラ２００には、機器制御装置１１０、及び複数の充電器２１０ａ～
ｃが設けられている。これら各構成要素の機能及び動作は、それぞれ図２に示す例の充電
インフラ２００における、対応する構成要素の機能及び動作と同一であるから説明を省略
する。
【００４２】
　図６は、機器制御装置１１０のブロック構成の一例を示す。機器制御装置１１０は、充
電器設定受付部１１１、利用会員登録データ受信部１１２、利用会員データ受信部１１３
、利用会員認証部１１４、利用予約判定部１１５、充電器特定部１１６、到着時有用デー
タ送信部１１７、進入規制装置制御部１１８、充電器制御部１１９、検知信号受信部１２
０、利用状況データ送信部１２１、精算データ受信部１２２、利用料金算出部１２３、利
用料金データ送信部１２４、機器監視部１２５、管理有用データ送信部１２６、単価情報
格納部１２７、利用会員情報格納部１２８、充電器情報格納部１２９、及び管理情報格納
部１３０を有する。以下、各構成要素の機能及び動作を説明する。
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【００４３】
　充電器設定受付部１１１は、充電器２１０の稼働に関する設定を、充電インフラ２００
の管理者から受け付ける。より具体的に説明すると、充電器設定受付部１１１は、充電器
２１０を稼働させるか否かの設定を、充電インフラ２００の管理者から受け付ける。また
、充電器設定受付部１１１は、充電器２１０を利用会員専用として稼働させるか否かの設
定を、充電インフラ２００の管理者から受け付ける。また、充電器設定受付部１１１は、
充電器２１０を利用予約者専用として稼働させるか否かの設定を、充電インフラ２００の
管理者から受け付ける。
【００４４】
　利用会員登録データ受信部１１２は、利用会員の登録情報を示すデータを、システム管
理サーバ１５０から受信する。
【００４５】
　利用会員データ受信部１１３は、利用会員ＩＤとパスワードを示すデータを、ＤＳＲＣ
路側無線装置２２０ｂから受信する。また、利用会員データ受信部１１３は、利用会員Ｉ
Ｄとパスワードを示すデータを、ＩＣカードリーダ２４０から受信する。
【００４６】
　利用会員認証部１１４は、充電インフラ用機器として、ＩＣカードリーダ２４０を含む
運用形態の充電インフラの場合に、ＩＣカードリーダ２４０により読み取られた利用会員
ＩＤとパスワードを示すデータに基づいて、利用会員の認証を行う。また、利用会員認証
部１１４は、充電インフラ用機器として、充電器２１０の他にＤＳＲＣ路側無線装置２２
０ｂが選択された場合に、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂがＤＳＲＣ車載器から受信した
利用会員ＩＤとパスワードを示すデータに基づいて、利用会員の認証を行う。
【００４７】
　利用予約判定部１１５は、利用会員認証部１１４が認証した利用会員が充電器２１０を
利用予約しているか否かを判定する。
【００４８】
　充電器特定部１１６は、複数の充電器２１０のうち、利用会員認証部１１４が認証した
利用会員に利用させるべき充電器２１０を特定する。より具体的に説明すると、充電器特
定部１１６は、利用会員が充電器２１０の利用予約者であると利用予約判定部１１５が判
定した場合に、その利用会員に利用させるべき充電器を特定する。また、充電器特定部１
１６は、利用会員が充電器２１０の利用予約者ではないと利用予約判定部１１５が判定し
た場合に、その利用会員に利用させるべき充電器２１０を特定する。
【００４９】
　到着時有用データ送信部１１７は、充電インフラ用機器として、ＤＳＲＣ路側無線装置
２２０を含む運用形態の充電インフラの場合に、充電インフラ２００への到着時に有用な
情報を含む到着時有用データを、ＤＳＲＣ車載器へＤＳＲＣ路側無線装置２２０ａ、又は
ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂを介して送信する。より具体的に説明すると、到着時有用
データ送信部１１７は、充電インフラ２００への到着時に有用な情報として、充電器特定
部１１６が特定した充電器を案内する情報を含む到着時有用データを、ＤＳＲＣ車載器へ
ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂを介して送信する。また、到着時有用データ送信部１１７
は、充電インフラ２００への到着時に有用な情報として、充電インフラ２００の関連事業
の広告を示す情報を含む到着時有用データを、ＤＳＲＣ車載器へＤＳＲＣ路側無線装置２
２０ａを介して送信する。
【００５０】
　進入規制装置制御部１１８は、充電インフラ用機器として、フラップ板２５０を含む運
用形態の充電インフラの場合に、充電器特定部１１６が特定した充電器が設けられた駐車
スペース２０１への電気自動車の進入の規制を解除させるべくフラップ板２５０の動作を
制御する。
【００５１】
　充電器制御部１１９は、電気自動車を充電させるための充電器２１０と、充電器２１０
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以外の各種の充電インフラ用機器との組合せによって決まる充電インフラの運用形態のパ
ターンに応じて、電気自動車への充電時における充電器２１０の挙動が変わるように制御
する。より具体的に説明すると、充電器制御部１１９は、利用会員認証部１１４が利用会
員の認証を行った後に、充電が開始され得るように充電器２１０の動作を制御する。また
、充電器制御部１１９は、利用会員が充電器２１０の利用予約者であると利用予約判定部
１１５が判定した場合に、充電が開始され得るように充電器２１０の動作を制御する。ま
た、充電器制御部１１９は、充電インフラ用機器として、充電器２１０の他に自動精算機
２７０が選択された場合、少なくとも充電料金を含む充電インフラ２００の利用料金が自
動精算機２７０により清算された後に、電気自動車に接続された電力供給インターフェー
スを取外すことができるように充電器２１０の動作を制御する。また、充電器制御部１１
９は、システム管理サーバ１５０が電子決済処理を行った後に、電気自動車に接続された
電力供給インターフェースを取外すことができるように充電器２１０の動作を制御する。
また、充電器制御部１１９は、電気自動車への電力の供給量を通知するよう要求する旨の
データを、充電器２１０へ送信する。
【００５２】
　検知信号受信部１２０は、車両を検知したことを示す信号をセンサー２６０から受信す
る。
【００５３】
　利用状況データ送信部１２１は、充電器２１０の利用状況を示すデータを、システム管
理サーバ１５０へ送信する。
【００５４】
　清算データ受信部１２２は、充電インフラ２００の利用料金の清算を要求する旨を示す
データを、自動精算機２７０から受信する。また、精算データ受信部１２２は、充電イン
フラ２００の利用料金が精算された旨を示すデータを、自動精算機２７０から受信する。
また、精算データ受信部１２２は、充電インフラ２００の利用料金が精算された旨を示す
データを、システム管理サーバ１５０から受信する。また、清算データ受信部１２２は、
電気自動車への電力の供給量を示すデータを、充電器２１０から受信する。
【００５５】
　利用料金算出部１２３は、充電インフラ用機器として、自動精算機２７０を含む運用形
態の充電インフラの場合に、少なくとも充電料金を含む充電インフラ２００の利用料金を
算出する。より具体的に説明すると、利用料金算出部１２３は、充電インフラ２００への
駐車時間に応じた駐車料金を更に含む充電インフラ２００の利用料金を算出する。また、
利用料金算出部１２３は、時間帯に応じた利用料金を算出する。
【００５６】
　利用料金データ送信部１２４は、利用料金を示すデータを、自動精算機２７０へ送信す
る。また、利用料金データ送信部１２４は、利用料金を示すデータを、システム管理サー
バ１５０へ送信する。
【００５７】
　機器監視部１２５は、充電インフラ２００に設けられている各機器の稼働状態を監視す
る。
【００５８】
　管理有用データ送信部１２６は、充電インフラ２００の管理に有用な情報を含む管理有
用データを、管理者装置１９０へ通信回線Ｉを介して送信する。より具体的に説明すると
、管理有用データ送信部１２６は、充電インフラ２００の管理に有用な情報として、充電
インフラの利用状況を含む管理有用データを、管理者装置１９０へ通信回線Ｉを介して送
信する。また、管理有用データ送信部１２６は、充電インフラ２００の管理に有用な情報
として、充電インフラ用機器の稼働状況を示す情報を含む管理有用データを、管理者装置
１９０へ通信回線Ｉを介して送信する。また、管理有用データ送信部１２６は、充電イン
フラ２００の管理に有用な情報として、充電インフラ２００の売上を示す情報を含む管理
有用データを、管理者装置１９０へ通信回線Ｉを介して送信する。また、管理有用データ
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送信部１２６は、充電インフラ２００の管理に有用な情報として、充電インフラ２００の
電力消費量を示す情報を含む管理有用データを、管理者装置１９０へ通信回線Ｉを介して
送信する。
【００５９】
　図７は、単価情報格納部１２７に格納されている情報の一例をマトリクス形式で示す。
単価情報格納部１２７には、充電単価（円／ｋＷｈ）、及び時間単価（円／ｈ）の各情報
が曜日毎、及び時間帯毎に対応付けて格納されている。なおまた、曜日毎、及び時間帯毎
は、この発明における「時間帯」の一例であってよい。
【００６０】
　充電単価（円／ｋＷｈ）は、単位電力量あたりの充電単価である。時間単価（円／ｈ）
は、駐車場Ｐを利用するための単位時間当たりの時間単価である。
【００６１】
　図８は、利用会員情報格納部１２８に格納される情報の一例をテーブル形式で示す。利
用会員情報格納部１２８には、利用会員ＩＤ、パスワード、及び電子決済の各情報が対応
付けて格納される。
【００６２】
　利用会員ＩＤは、充電インフラ２００の利用会員を識別するために一人一人に割り当て
られた識別符号である。パスワードは、利用会員ＩＤによって識別される利用会員の本人
確認に用いる秘密の文字列である。電子決済は、利用会員ＩＤによって識別される利用会
員が電子決済することができるか否かを示す情報である。
【００６３】
　図９は、充電器情報格納部１２９に格納される情報の一例をテーブル形式で示す。充電
器情報格納部１２９には、充電器ＩＤ、運用形態、利用状況、利用開始時刻、利用予約者
、及び予約時間帯の各情報が対応付けて格納される。
【００６４】
　充電器ＩＤは、充電インフラ２００の充電器２１０を識別するために一台一台に割り当
てられた識別符号である。運用形態は、充電器ＩＤによって識別される充電器２１０が、
利用予約者専用として運用されているか、利用会員専用として運用されているか、不特定
の利用者用として運用されているか、稼働停止中であるかを示す情報である。利用状況は
、充電器ＩＤによって識別される充電器２１０が利用中か否かを示す情報である。利用開
始時刻は、充電器ＩＤによって識別される充電器２１０が設けられている駐車スペースが
利用され始めた時刻を示す情報である。利用予約者は、充電器ＩＤによって識別される充
電器２１０を予約している利用会員の利用会員ＩＤである。予約時間帯は、充電器ＩＤに
よって識別される充電器２１０の予約が入っている時間帯を示す情報である。
【００６５】
　図１０は、管理情報格納部１３０に格納される情報の一例をテーブル形式で示す。管理
情報格納部１３０には、利用状況（利用台数／駐車スペース数）、稼働状況、売上（円）
、及び電力消費量（ｋＷｈ）の各情報が格納される。
【００６６】
　利用状況（利用台数／駐車スペース数）は、充電インフラ２００の駐車スペース２０１
のうち、現在、利用されている駐車スペース２０１の数を示す情報である。稼働状況は、
充電インフラ２００に設けられている各機器が正常に稼働しているか否かを示す情報であ
る。売上（円）は、充電インフラ２００の今月の売上を示す情報である。電力消費量（ｋ
Ｗｈ）は、充電インフラ２００の今月の電力消費量を示す情報である。
【００６７】
　図１１は、システム管理サーバ１５０のブロック構成の一例を示す。システム管理サー
バ１５０は、利用会員登録受付部１５１、利用予約登録受付部１５２、利用会員登録デー
タ送信部１５３、利用状況データ受信部１５４、利用料金データ受信部１５５、電子決済
処理部１５６、清算データ送信部１５７、到着前有用データ送信要求受付部１５８、到着
可能充電インフラ特定部１５９、到着前有用データ送信部１６０、利用会員情報格納部１
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６１、及び充電インフラ情報格納部１６２を有する。以下、各構成要素の機能及び動作を
説明する。
【００６８】
　利用会員登録受付部１５１は、充電インフラ２００の充電器２１０を利用するための会
員登録を受け付ける。
【００６９】
　利用予約登録受付部１５２は、充電インフラ２００の充電器２１０を利用するための利
用予約を受け付ける。
【００７０】
　利用会員登録データ送信部１５３は、利用会員の登録情報を示すデータを、機器制御装
置１１０へ送信する。
【００７１】
　利用状況データ受信部１５４は、充電器２１０の利用状況を示すデータを、機器制御装
置１１０から受信する。
【００７２】
　利用料金データ受信部１５５は、利用料金を示すデータを、機器制御装置１１０から受
信する。
【００７３】
　電子決済処理部１５６は、機器制御装置１１０が特定した利用会員が電子決済する旨の
登録を事前に行っている場合に、機器制御装置１１０が算出した利用料金を電子決済処理
する。
【００７４】
　清算データ送信部１５７は、充電インフラ２００の利用料金が精算された旨を示すデー
タを、機器制御装置１１０へ送信する。
【００７５】
　到着前有用データ送信要求受付部１５８は、充電インフラ２００への到着前に有用な情
報を含む到着前有用データを送信する旨の要求を受け付ける。
【００７６】
　到着可能充電インフラ特定部１５９は、電気自動車の位置情報と、その電気自動車の蓄
電池の充電残量の情報と、充電インフラ２００の位置情報とに基づいて、充電インフラ２
００の中から、その電気自動車が到着可能な充電インフラ２００を特定する。
【００７７】
　到着前有用データ送信部１６０は、充電インフラ２００への到着前に有用な情報を含む
到着前有用データを、電気自動車のＤＳＲＣ車載器へ通信回線Ｉを介して送信する。より
具体的に説明すると、到着前有用データ送信部１６０は、充電インフラ２００への到着前
に有用な情報として、充電インフラ２００の場所を示す情報を含む到着前有用データを、
電気自動車のＤＳＲＣ車載器へ通信回線Ｉを介して送信する。また、到着前有用データ送
信部１６０は、充電インフラ２００への到着前に有用な情報として、充電器２１０の利用
状況を示す情報を含む到着前有用データを、電気自動車のＤＳＲＣ車載器へ通信回線Ｉを
介して送信する。また、到着前有用データ送信部１６０は、充電インフラ２００への到着
前に有用な情報として、充電器２１０の利用予約状況を示す情報を含む到着時有用データ
を、電気自動車のＤＳＲＣ車載器へ通信回線Ｉを介して送信する。また、到着前有用デー
タ送信部１６０は、充電インフラ２００への到着前に有用な情報として、到着可能充電イ
ンフラ特定部１５９が特定した充電インフラ２００の場所を示す情報を含む到着前有用デ
ータを、電気自動車のＤＳＲＣ車載器へ通信回線Ｉを介して送信する。
【００７８】
　図１２は、利用会員情報格納部１６１に格納される情報の一例をテーブル形式で示す。
利用会員情報格納部１６１には、利用会員ＩＤ、パスワード、氏名、住所、クレジットカ
ード会社、及びクレジットカード番号の各情報が対応付けて格納される。
【００７９】
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　利用会員ＩＤは、充電インフラ２００の利用会員を識別するために一人一人に割り当て
られた識別符号である。パスワードは、利用会員ＩＤによって識別される利用会員の本人
確認に用いる秘密の文字列である。氏名は、利用会員ＩＤによって識別される利用会員の
姓名である。住所は、利用会員ＩＤによって識別される利用会員が住んでいる場所である
。クレジットカード会社は、利用会員ＩＤによって識別される利用会員が契約しているク
レジットカード会社である。クレジットカード番号は、利用会員ＩＤによって識別される
利用会員が使用しているクレジットカードの番号である。
【００８０】
　図１３は、充電インフラ情報格納部１６２に格納される情報の一例をテーブル形式で示
す。充電インフラ情報格納部１６２には、充電インフラＩＤ、住所、満空状況、及び予約
状況の各情報が対応付けて格納される。
【００８１】
　充電インフラＩＤは、充電インフラ２００を識別するためにそれぞれに割り当てられた
識別符号である。住所は、充電インフラＩＤによって識別される充電インフラ２００の所
在地である。満空状況は、充電インフラＩＤによって識別される充電インフラ２００に空
車があるか、満車であるかを示す情報である。予約状況は、充電インフラＩＤによって識
別される充電インフラ２００に設けられた充電器２１０の予約状況である。
【００８２】
　図１４は、機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０の動作シーケンスの一
例を示す。この動作シーケンスは、充電インフラ２００を利用するための会員登録を受け
付ける動作を示す。なおまた、この動作シーケンスは、図１から図１３を共に参照して説
明する。
【００８３】
　電気自動車に乗る者は、充電インフラ２００を利用するにあたり、充電器２１０を予約
したり、充電インフラ２００への到着前に有用な情報を取得したりする等の会員専用のサ
ービスを受けようとする場合、例えば、パソコンや携帯電話等の利用者装置１８０を用い
て、利用会員登録用のＷｅｂサイト等から充電インフラ管理システム１００への利用会員
登録を行う。その際、利用会員登録を行う者は、氏名、住所、クレジットカード会社、及
びクレジットカード番号等の各情報を登録する。システム管理サーバ１５０の利用会員登
録受付部１５１は、このような充電インフラ２００の充電器２１０を利用するための会員
登録を受け付けると（Ｓ１０１）、これら各情報を対応付けて利用会員情報格納部１６１
に格納する（Ｓ１０２）。その際、新規に登録された利用会員には、利用会員ＩＤとパス
ワードが発行されて、登録された各情報と対応付けて利用会員情報格納部１６１に格納さ
れる。このようにして、システム管理サーバ１５０の利用会員情報格納部１６１には、図
１２に示すような情報が格納されることになる。
【００８４】
　そして、システム管理サーバ１５０の利用会員登録データ送信部１５３は、利用会員情
報格納部１６１に新たな利用会員の情報が格納されると、その利用会員の利用会員ＩＤ、
パスワード、電子決済への対応の可否の各情報を示すデータを、機器制御装置１１０へ送
信する（Ｓ１０３）。そして、機器制御装置１１０の利用会員登録データ受信部１１２は
、このようにシステム管理サーバ１５０から送信されたデータを受信すると、そのデータ
によって示される各情報を利用会員情報格納部１２８に格納する（Ｓ１０４）。このよう
にして、機器制御装置１１０の利用会員情報格納部１２８には、図８に示すような情報が
格納されることになる。
【００８５】
　一方、充電インフラ管理システム１００の事業者は、例えば、発行された利用会員ＩＤ
とパスワードが記録されたＩＣカードを、登録された住所宛に郵送する。ＩＣカードを受
け取った利用会員は、ＤＳＲＣ車載器を所有している場合、ＩＣカードに記録されている
利用会員ＩＤとパスワードを、ＤＳＲＣ車載器に読み取らせる。このようにして、ＤＳＲ
Ｃ車載器には、充電インフラ２００を利用するための利用会員ＩＤとパスワードが記録さ
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れることになる。
【００８６】
　なおまた、ステップＳ１０３とＳ１０４の各処理は、利用会員限定の充電器２１０が用
意されない場合、実行されない。
【００８７】
　図１５は、機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０の動作シーケンスの他
の例を示す。この動作シーケンスは、充電インフラ２００を利用するための利用予約を受
け付ける動作を示す。なおまた、この動作シーケンスは、図１から図１４を共に参照して
説明する。
【００８８】
　充電インフラ２００の利用会員は、充電器２１０の利用予約を行う場合、利用者装置１
８０を用いて、利用予約用のＷｅｂサイト等から充電器２１０の利用予約を行う。その際
、利用会員は、予約したい充電インフラ２００と、予約時間帯の各情報を登録する。シス
テム管理サーバ１５０の利用予約登録受付部１５２は、このような予約登録を受け付ける
と（Ｓ２０１）、登録された各情報を含むデータを、利用会員登録データ送信部１５３へ
送る。
【００８９】
　利用会員登録データ送信部１５３は、登録された各情報を示すデータを、利用予約登録
受付部１５２から受け取ると、利用予約を行った利用会員の利用会員ＩＤとパスワードを
利用会員情報格納部１６１から読み出す。そして、利用会員登録データ送信部１５３は、
利用予約登録受付部１５２から受け取ったデータに含まれる情報のうち、予約時間帯の情
報と、利用会員情報格納部１６１から読み出した利用会員ＩＤとパスワードの各情報を示
すデータを、利用予約登録受付部１５２から受け取ったデータに含まれる利用会員が利用
したい充電インフラ２００の機器制御装置１１０へ送信する（Ｓ２０２）。そして、機器
制御装置１１０の利用会員登録データ受信部１１２は、このようにシステム管理サーバ１
５０から送信されたデータを受信すると、そのデータによって示される利用予約者の利用
会員ＩＤ、及び予約時間帯の各情報を、充電器情報格納部１２９に格納されている情報の
うち、利用予約者専用の運用形態の充電器２１０の情報と対応付けて格納する（Ｓ２０３
）。このようにして、充電器情報格納部１２９には、図９に示すような利用予約者、及び
予約時間帯の各情報が格納されることになる。
【００９０】
　なおまた、ステップＳ２０１からステップＳ２０３の各処理は、利用予約者限定の充電
器２１０が用意されない場合、実行されない。
【００９１】
　なおまた、本実施形態においては、利用者からの予約を受け付ける度に、システム管理
サーバ１５０から機器制御装置１１０へ、予約に関するデータが送信される動作シーケン
スについて説明したが、他の動作シーケンスを採用することもできる。例えば、他の実施
形態としては、利用者からの予約を受け付ける度に、システム管理サーバ１５０にてその
予約情報を蓄積しておき、所定時間置きに、各機器制御装置１１０がシステム管理サーバ
１５０に対して予約情報の問合せるような動作シーケンスとすることが考えられる。
【００９２】
　図１６は、システム管理サーバ１５０の動作フローの一例を示す。この動作フローは、
充電インフラ２００への到着前に有用な情報を含むデータを、充電インフラ２００の利用
会員へ送信する動作を示す。なおまた、この動作シーケンスは、図１から図１５を共に参
照して説明する。
【００９３】
　充電インフラ２００の利用会員は、充電インフラ２００への到着前に有用な情報を得た
い場合、例えば、ＤＳＲＣ車載器に接続されたタッチスクリーンを操作する等して、充電
インフラ２００への到着前に有用な情報を取得するためのＷｅｂサイトにアクセスする。
そして、利用会員は、例えば、このＷｅｂサイトにある選択メニューの中から、取得した
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い有用な情報を選択することによって、有用な情報を送信するよう要求する。有用な情報
としては、例えば、充電インフラ２００の場所、充電器２１０の利用状況、充電器２１０
の利用予約状況、及び現在の蓄電池の充電残量で到着可能な充電インフラ２００の場所等
が考えられる。ＤＳＲＣ車載器は、現在の蓄電池の充電残量で到着可能な充電インフラ２
００の場所の情報の送信要求が選択された場合、電気自動車の現在位置と、蓄電池の充電
残量とを示す車両データを、共に送信する。このようにして、システム管理サーバ１５０
の到着前有用データ送信要求受付部１５８は、到着前に有用なデータの送信要求を受け付
ける（Ｓ３０１）。
【００９４】
　到着前有用データ送信要求受付部１５８は、充電インフラ２００の場所の情報の送信要
求を受け付けた場合（Ｓ３０２：Ｎｏ）、各充電インフラ２００の住所の情報を、充電イ
ンフラ情報格納部１６２から読み出す（Ｓ３０４）。そして、到着前有用データ送信部１
６０は、読み出した各充電インフラ２００の住所の情報を示すデータを、要求を行ったＤ
ＳＲＣ車載器へ送信する（Ｓ３０５）。
【００９５】
　また、到着前有用データ送信要求受付部１５８は、充電器２１０の利用状況の情報の送
信要求を受け付けた場合（Ｓ３０２：Ｎｏ）、各充電インフラ２００の満空状況の情報を
、充電インフラ情報格納部１６２から読み出す（Ｓ３０４）。そして、到着前有用データ
送信部１６０は、読み出した各充電インフラ２００の満空状況の情報を示すデータを、要
求を行ったＤＳＲＣ車載器へ送信する（Ｓ３０５）。
【００９６】
　また、到着前有用データ送信要求受付部１５８は、充電器２１０の利用予約状況の情報
の送信要求を受け付けた場合（Ｓ３０２：Ｎｏ）、各充電インフラ２００の充電器２１０
の予約状況の情報を、充電インフラ情報格納部１６２から読み出す（Ｓ３０４）。そして
、到着前有用データ送信部１６０は、読み出した各充電インフラ２００の充電器２１０の
予約状況の情報を示すデータを、要求を行ったＤＳＲＣ車載器へ送信する（Ｓ３０５）。
【００９７】
　また、到着前有用データ送信要求受付部１５８は、現在の蓄電池の充電残量で到着可能
な充電インフラ２００の場所の送信要求を受け付けた場合（Ｓ３０２：Ｙｅｓ）、ＤＳＲ
Ｃ車載器から受信した車両データを、到着可能充電インフラ特定部１５９へ送る。システ
ム管理サーバ１５０の到着可能充電インフラ特定部１５９は、車両データをＤＳＲＣ車載
器から受け取ると、各充電インフラ２００の住所の情報を、充電インフラ情報格納部１６
２から読み出す。そして、到着可能充電インフラ特定部１５９は、読み出した各充電イン
フラ２００の住所と、車両データによって示される電気自動車の現在位置と、蓄電池の充
電残量とに基づいて、各充電インフラ２００の中から、その電気自動車の蓄電池の充電残
量で到着可能な充電インフラ２００を特定する（Ｓ３０３）。そして、到着可能充電イン
フラ特定部１５９は、特定した充電インフラ２００の住所の各情報を示すデータを、到着
前有用データ送信部１６０へ送る。そして、到着前有用データ送信部１６０は、到着可能
充電インフラ特定部から受け取ったデータを、要求を行ったＤＳＲＣ車載器へ送信する（
Ｓ３０５）。
【００９８】
　図１７は、機器制御装置１１０の動作フローの一例を示す。この動作フローは、充電器
２１０の運用形態の設定を受け付ける動作を示す。なおまた、この動作フローは、図１か
ら図１６を共に参照して説明する。
【００９９】
　充電インフラ２００の管理者は、充電器２１０の運用形態を変更することができる。例
えば、管理者は、充電器２１０を稼働させたり、稼働を停止させたりすることができる。
また、管理者は、充電器２１０を利用会員専用として稼働させたり、不特定の利用者が利
用できるように稼働させたりすることができる。また、管理者は、充電器２１０を利用予
約者専用として稼働させることもできる。管理者は、このような設定をするにあたり、例
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えば、管理者装置１９０を用いて、充電器２１０の運用形態の設定を変更するためのＷｅ
ｂサイトを介して、充電器２１０の運用形態の設定を変更するよう要求する。機器制御装
置１１０の充電器設定受付部１１１は、このようにして要求された充電器の設定を受け付
けると（Ｓ４０１）、その設定情報を、充電器情報格納部１２９に格納する（Ｓ４０２）
。このようにして、機器制御装置１１０の充電器情報格納部１２９には、図９に示すよう
な運用形態の情報が格納されることになる。
【０１００】
　機器制御装置１１０の進入規制装置制御部１１８は、充電器２１０の運用形態が変更さ
れると、その運用形態に応じて、駐車スペース２０１に車両が駐車していない状態におけ
る、フラップ板２５０の板の上げ下げを制御する（Ｓ４０３）。例えば、稼働停止、利用
会員専用、又は利用予約者専用に充電器２１０の運用形態が設定された場合、進入規制装
置制御部１１８は、駐車スペース２０１に車両が駐車していない状態において、フラップ
板２５０の板が上がっているように制御する。また、不特定の利用者が利用できるように
充電器２１０の運用形態が設定された場合、進入規制装置制御部１１８は、駐車スペース
２０１に車両が駐車していない状態において、フラップ板２５０の板が下がっているよう
に制御する。
【０１０１】
　なおまた、ステップＳ４０３の処理は、フラップ板２５０が設けられていない場合、実
行されない。
【０１０２】
　図１８は、機器制御装置１１０の動作フローの他の例を示す。この動作フローは、充電
インフラ２００に設けられている各機器を監視する動作を示す。また、この動作フローは
、図１から図１７を共に参照して説明する。
【０１０３】
　機器制御装置１１０の機器監視部１２５は、充電インフラ２００に設けられている各機
器の稼働状況を常に監視している（Ｓ５０１）。そして、機器監視部１２５は、各機器を
監視して得られる充電インフラ２００の管理に有用な情報を、管理情報格納部１３０に格
納する（Ｓ５０２）。充電インフラ２００の管理に有用な情報としては、例えば、充電イ
ンフラ２００の駐車スペース２０１の利用状況、各機器が正常に稼働しているか否かの稼
働状況、充電インフラ２００の売上、及び充電インフラ２００の電力消費量等が考えられ
る。このようにして、管理情報格納部１３０には、図１０に示すような情報が格納される
ことになる。
【０１０４】
　図１９は、機器制御装置１１０の動作フローの更に他の例を示す。この動作フローは、
充電インフラ２００の管理に有用な情報を提供する動作を示す。また、この動作フローは
、図１から図１８を共に参照して説明する。
【０１０５】
　充電インフラ２００の管理者は、図１８の動作フローにて説明したような、充電インフ
ラ２００の管理に有用な情報の提供を受けることができる。管理者は、このような情報の
提供を受けるにあたり、管理者装置１９０を用いて、充電インフラ２００の管理に有用な
情報の提供を受けるためのＷｅｂサイトにアクセスすることによって、情報の提供を要求
する。機器制御装置１１０の管理有用データ送信部１２６は、このような情報の提供要求
を受けて、充電器情報格納部１２９、又は管理情報格納部１３０から必要な情報を読み出
して（Ｓ６０１）、その情報を示すデータを、管理者装置１９０へ送信する。
【０１０６】
　図２０は、機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０の動作シーケンスの更
に他の例を示す。この動作シーケンスは、利用会員が充電インフラ２００に入場したとき
の動作を示す。また、この動作シーケンスは、図１から図１９を共に参照して説明する。
【０１０７】
　この動作フローの説明においては、充電インフラ２００が図２に示すような構成である
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ものとする。即ち、この例の充電インフラ２００は、大規模な駐車場の一部の駐車スペー
ス２０１に、電気自動車を充電するための充電器２１０が設けられたものである。
【０１０８】
　ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ａは、充電インフラ２００について案内する情報を含むデ
ータを、ＤＳＲＣにより通信エリアＣａ内にデータを送信している。例えば、ＤＳＲＣ路
側無線装置２２０ａは、充電インフラ２００について案内する情報として、充電スペース
２０１ａ～ｃの場所やその空き状況、充電インフラ２００に入場したことに対するＷｅｌ
ｃｏｍｅメッセージ、充電インフラ２００に併設されているデパート等の商業施設の広告
等情報を含むデータを送信する。このようして送信されたデータは、ＤＳＲＣ路側無線装
置２２０ａの通信エリアＣａ内に進入した電気自動車のＤＳＲＣ車載器によって受信され
る。そして、ＤＳＲＣ車載器は、受信したデータに含まれている情報を、車内のタッチス
クリーン等に表示させるべく出力する。このようにして、電気自動車の搭乗者は、充電器
２１０が設けられている駐車スペース２０１の位置や、駐車スペース２０１の満空情報を
容易に把握することができると共に、デパートや家電量販店等の充電インフラ２００の関
連事業の広告を取得することができる。
【０１０９】
　ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、ＤＳＲＣにより通信エリアＣｂ内に、利用会員ＩＤ
とパスワードを送信するよう要求する旨のデータを常時送信している。
【０１１０】
　電気自動車のＤＳＲＣ車載器は、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂの通信エリアＣｂ内に
進入すると、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂから送信されたデータを受信する。そして、
ＤＳＲＣ車載器は、受信したデータによって示される要求に応じて、ＤＳＲＣ車載器に記
録されている利用会員ＩＤとパスワードを示すデータを、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂ
へ送信する。
【０１１１】
　ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、ＤＳＲＣ車載器から送信されたデータを受信すると
、そのデータを、機器制御装置１１０へ送信する。
【０１１２】
　機器制御装置１１０の利用会員データ受信部１１３は、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂ
から送信されたデータを受信すると（Ｓ７０１）、そのデータを、利用会員認証部１１４
へ送る。
【０１１３】
　機器制御装置１１０の利用会員認証部１１４は、利用会員ＩＤとパスワードを示すデー
タを、利用会員データ受信部１１３から受け取ると、そのデータによって示される利用会
員ＩＤ、及びパスワードと、利用会員情報格納部１２８に格納されている情報とに基づい
て、利用会員の認証を行う（Ｓ７０２）。そして、利用会員認証部１１４は、正当な利用
会員であることを認証すると、認証された利用会員の利用会員ＩＤを示すデータを、利用
予約判定部１１５、及び充電器特定部１１６へ送る。
【０１１４】
　機器制御装置１１０の利用予約判定部１１５は、利用会員ＩＤを示すデータを、利用会
員認証部１１４から受け取ると、充電器情報格納部１２９に格納されている利用予約者の
情報の中に、利用会員認証部１１４から受け取ったデータによって示される利用会員ＩＤ
があるか否か、また、充電器情報格納部１２９に格納されている予約時間帯の時間内であ
るか否かにより、その利用会員ＩＤの利用会員が充電器２１０を予約しているか否かを判
定する（Ｓ７０３）。そして、利用予約判定部１１５は、その判定結果を示すデータを、
充電器特定部１１６へ送る。
【０１１５】
　機器制御装置１１０の充電器特定部１１６は、利用会員ＩＤを示すデータを、利用会員
認証部１１４から受け取る。そして、充電器特定部１１６は、利用会員が充電器２１０を
予約しているか否かの判定結果を示すデータを、利用予約判定部１１５から受け取ると、
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利用会員認証部１１４から受け取ったデータによって示される利用会員ＩＤの利用者に利
用させるべき充電器を特定する（Ｓ７０４）。例えば、利用予約判定部１１５から受け取
ったデータによって示される判定結果が、利用会員が充電器２１０を予約しているとの判
定結果である場合、充電器特定部１１６は、充電器情報格納部１２９に格納されている利
用予約者情報を参照して、利用会員認証部１１４から受け取ったデータによって示される
利用会員ＩＤが対応付けられている充電器ＩＤによって示される充電器２１０を、利用会
員に使用させるべき充電器として特定する。また、利用予約判定部１１５から受け取った
データによって示される判定結果が、利用会員が充電器２１０を予約していないとの判定
結果である場合、充電器特定部１１６は、充電器情報格納部１２９に格納されている運用
形態と、利用状況の各情報を参照して、利用会員専用の充電器２１０が空いていればその
充電器を、利用会員専用の充電器２１０が全て使用中であれば、不特定の利用者が利用で
きる充電器２１０を、利用会員に使用させるべき充電器として特定する。そして、充電器
特定部１１６は、その充電器ＩＤを示すデータを、到着時有用データ送信部１１７、及び
進入規制装置制御部１１８へ送る。
【０１１６】
　機器制御装置１１０の到着時有用データ送信部１１７は、充電器ＩＤを示すデータを、
充電器特定部１１６から受け取ると、そのデータを、ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂへ送
信する（Ｓ７０５）。
【０１１７】
　ＤＳＲＣ路側無線装置２２０ｂは、充電器ＩＤを示すデータを、機器制御装置１１０か
ら受信すると、そのデータによって示される充電器ＩＤの充電器２１０が設けられている
駐車スペース２０１への案内情報を含むデータを、ＤＳＲＣにより通信エリアＣｂ内に送
信する。通信エリアＣｂ内の電気自動車のＤＳＲＣ車載器は、ＤＳＲＣ路側無線装置２２
０ｂから送信されたデータを受信すると、そのデータによって示される駐車スペース２０
１への案内情報を表示させるべく、ＤＳＲＣ車載器に接続されたタッチスクリーンへデー
タを出力する。このようにして、利用会員は、利用予約の有無に拘らず、利用すべき充電
器２１０が設けられている駐車スペース２０１の場所を容易に把握することができる。
【０１１８】
　一方、機器制御装置１１０の進入規制装置制御部１１８は、充電器ＩＤを示すデータを
、充電器特定部１１６から受け取ると、フラップ板２５０の板を下げるべく制御する制御
信号を、充電器特定部１１６から受け取ったデータによって示される充電器ＩＤの充電器
２１０と共に駐車スペース２０１内に設けられているフラップ板２５０へ送信する（Ｓ７
０６）。
【０１１９】
　フラップ板２５０は、機器制御装置１１０から送信された制御信号を受信すると、上が
っていた板が下がり、駐車スペース２０１への車両の進入規制を解除する。
【０１２０】
　一方、利用会員は、案内された駐車スペース２０１へ電気自動車を移動させる。そして
、利用会員は、正当な利用会員であることを再び認証するために、ＩＣカードをＩＣカー
ドリーダ２４０にかざす。
【０１２１】
　ＩＣカードリーダ２４０は、ＩＣカードがかざされると、そのＩＣカードに記録されて
いる利用会員ＩＤとパスワードを読み出す。そして、ＩＣカードリーダ２４０は、読み出
した利用会員ＩＤとパスワードを示すデータを、機器制御装置１１０へ送信する。
【０１２２】
　機器制御装置１１０の利用会員データ受信部１１３は、ＩＣカードから送信されたデー
タを受信すると（Ｓ７０７）、そのデータを、利用会員認証部１１４へ送る。その後、利
用会員認証部１１４は、ステップＳ７０２の処理と同様の処理により、利用会員の認証を
行う（Ｓ７０８）。そして、利用会員認証部１１４は、認証された利用会員の利用会員Ｉ
Ｄを示すデータを、利用予約判定部１１５へ送る。
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【０１２３】
　機器制御装置１１０の利用予約判定部１１５は、利用会員ＩＤを示すデータを、利用会
員認証部１１４から受け取ると、ステップＳ７０３の処理と同様の処理により、利用会員
が充電器２１０を予約しているか否かを判定する（Ｓ７０９）。そして、利用予約判定部
１１５は、その判定結果を示すデータを、充電器特定部１１６へ送る。
【０１２４】
　機器制御装置１１０の充電器特定部１１６は、利用会員が充電器２１０を予約している
か否かの判定結果を示すデータを、利用予約判定部１１５から受け取ると、ステップＳ７
０４の処理と同様の処理により、その利用会員に利用させるべき充電器を特定する（Ｓ７
１０）。そして、充電器特定部１１６は、特定した充電器の充電器ＩＤを示すデータを、
進入規制装置制御部１１８、及び充電器制御部１１９へ送る。
【０１２５】
　機器制御装置１１０の進入規制装置制御部１１８は、充電器ＩＤを示すデータを、充電
器特定部１１６から受け取ると、フラップ板２５０の板を下げるべく制御する制御信号を
、充電器特定部１１６から受け取ったデータによって示される充電器ＩＤの充電器２１０
と共に駐車スペース２０１内に設けられているフラップ板２５０へ送信する（Ｓ７１１）
。
【０１２６】
　フラップ板２５０は、機器制御装置１１０から送信された制御信号を受信すると、上が
っていた板が下がり、駐車スペース２０１への車両の進入規制を解除する。但し、この例
の場合、フラップ板２５０は、既に板を下げて、駐車スペース２０１への車両の進入規制
を解除している。したがって、この例の場合、フラップ板２５０は、ステップＳ７１１の
処理による制御信号を受信しても、何ら変化しない。例えば、車両にＤＳＲＣ車載器が搭
載されていない場合、機器制御装置１１０は、ステップＳ７０１からステップＳ７０６ま
での処理を実行しない。そのような場合に、フラップ板２５０は、ステップＳ７１１の処
理による制御信号を受信して、上がっていた板が下がり、駐車スペース２０１への車両の
進入規制を解除することになる。
【０１２７】
　一方、機器制御装置１１０の充電器制御部１１９は、充電器ＩＤを示すデータを、充電
器特定部１１６から受け取ると、充電が開始され得るように制御する制御信号を、充電器
特定部１１６から受け取ったデータによって示される充電器ＩＤの充電器２１０に送信す
る（Ｓ７１２）。
【０１２８】
　充電器２１０は、機器制御装置１１０から送信された制御信号を受信すると、充電が開
始され得る状態となる。利用者は、駐車スペース２０１内に電気自動車を駐車すると、充
電器の電力供給インターフェースを電気自動車に接続して、充電を開始させる。電力供給
インターフェースは、一旦、電気自動車に接続されると、ロックされて、充電インフラ２
００の利用料金が精算されるまで、取外すことができないようになる。
【０１２９】
　一方、駐車スペース２０１内に車両が進入すると、センサー２６０は、車両を検知して
、その旨を示す検知信号を、機器制御装置１１０へ送信する。
【０１３０】
　機器制御装置１１０の検知信号受信部１２０は、センサー２６０から送信された検知信
号を受信すると、充電器情報格納部１２９に格納されている情報のうち、センサー２６０
と同じ駐車スペース２０１に設けられた充電器２１０の充電器ＩＤの情報に対応付けて、
現在時刻を利用開始時刻として格納すると共に、利用状況の情報を利用中とする。
【０１３１】
　このようにして、機器制御装置１１０の充電器情報格納部１２９に格納されている情報
が更新されると、利用状況データ送信部１２１は、充電インフラ２００の最新の満空状況
を示すデータを、システム管理サーバ１００へ送信する（Ｓ７１５）。
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【０１３２】
　システム管理サーバ１００の利用状況データ受信部１５４は、機器制御装置１１０から
送信されたデータを受信すると、そのデータによって示される満空情報を、充電インフラ
情報格納部１６２に反映させる。このようにして、システム管理サーバ１００は、各充電
インフラ２００の最新の満空情報を常に管理することができる。
【０１３３】
　なおまた、充電器２１０は、不特定の利用者が利用し得るように設定されている場合、
ステップＳ７０１からステップＳ７１２までの処理が実施されることなく、利用し得る状
態になっている。
【０１３４】
　図２１は、機器制御装置１１０の動作フローの更に他の例を示す。この動作フローは、
清算処理の動作を示す。また、この動作フローは、図１から図２０を共に参照して説明す
る。
【０１３５】
　充電インフラ２００の利用者は、充電インフラ２００の利用料金を算出する場合、自動
精算機２７０の支払開始スイッチを押下する。支払開始スイッチが押下されると、自動精
算機２７０は、利用料金の精算を要求する旨のデータを、機器制御装置１１０へ送信する
。
【０１３６】
　機器制御装置１１０の清算データ受信部１２２は、自動精算機２７０から送信されたデ
ータを受信すると（Ｓ８０１）、そのデータを、充電器制御部１１９、及び利用料金算出
部１２３へ送る。
【０１３７】
　充電器制御部１１９は、利用料金の精算を要求する旨のデータを、清算データ受信部１
２２から受け取ると、電気自動車への電力の供給量を通知するよう要求する旨のデータを
、清算対象の充電器２１０へ送信する（Ｓ８０２）。
【０１３８】
　充電器２１０は、電気自動車への電力の供給量を通知するよう要求する旨のデータを、
機器制御装置１１０から受信すると、そのデータによって示される要求に応じて、電気自
動車への電力の供給量を示すデータを、機器制御装置１１０へ送信する。
【０１３９】
　機器制御装置１１０の清算データ受信部１２２は、充電器２１０から送信されたデータ
を受信すると（Ｓ８０３）、そのデータを、利用料金算出部１２３へ送る。
【０１４０】
　機器制御装置１１０の利用料金算出部１２３は、利用料金の精算を要求する旨のデータ
を、清算データ受信部１２２から受け取ると、充電器情報格納部１２９に格納されている
情報のうち、清算対象の充電器２１０の充電器ＩＤと対応付けて格納されている利用開始
時刻の情報を読み出す。そして、利用料金算出部１２３は、読み出した利用開始時刻から
現在時刻までの経過時間を算出する。そして、利用料金算出部１２３は、単価情報格納部
１２７に格納されている情報のうち、現在時刻の時間帯に対応する時間単価（円／ｈ）の
情報を読み出す。そして、利用料金算出部１２３は、読み出した時間単価（円／ｈ）に、
経過時間を乗じた料金を、充電インフラ２００への駐車時間に応じた駐車料金として算出
する。そして、利用料金算出部１２３は、電気自動車への電力の供給量を示すデータを、
清算データ受信部１２２から受け取ると、単価情報格納部１２７に格納されている情報の
うち、現在時刻の時間帯に対応する充電単価（円／ｋＷｈ）の情報を読み出す。そして、
利用料金算出部１２３は、読み出した充電単価（円／ｋＷｈ）に、電気自動車への電力の
供給量を乗じた料金を、充電料金として算出する。そして、利用料金算出部１２３は、駐
車料金と、充電料金と、予め定められた基本料金とを加算した料金を、充電インフラ２０
０の利用料金として算出する（Ｓ８０４）。そして、利用料金算出部１２３は、算出した
利用料金を示すデータを、利用料金データ送信部１２４へ送る。
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【０１４１】
　機器制御装置１１０の利用料金データ送信部１２４は、利用料金を示すデータを、利用
料金算出部１２３から受け取ると、利用会員情報格納部１２８を参照して、清算対象の利
用会員が電子決済を行うことができる場合（Ｓ８０５：Ｙｅｓ）、利用料金を示すデータ
を、システム管理サーバ１５０へ送信する（Ｓ８０６）。
【０１４２】
　システム管理サーバ１５０の利用料金データ受信部１５５は、機器制御装置１１０から
送信されたデータを受信すると、そのデータを、電子決済処理部１４５へ送る。
【０１４３】
　システム管理サーバ１５０の電子決済処理部１５６は、利用料金を示すデータを、利用
料金データ受信部１５５から受け取ると、利用会員情報格納部１６１に格納されている情
報のうち、精査対象の利用会員の氏名、クレジットカード会社、及びクレジットカード番
号の各情報に基づいて、対象のクレジットカード会社サーバ１７０との間で、利用料金を
電子決済処理する。そして、電子決済処理部１５６は、電子決済処理が完了して利用料金
が精算されると、その旨を示すデータを、清算データ送信部１５７へ送る。
【０１４４】
　システム管理サーバ１５０の清算データ送信部１５７は、利用料金が精算された旨のデ
ータを、電子決済処理部１５６から受け取ると、そのデータを、利用料金を示すデータの
送信元の機器制御装置１１０へ送信する。
【０１４５】
　機器制御装置１１０の清算データ受信部１２２は、システム管理サーバ１５０から送信
されたデータを受信すると（Ｓ８０８）、そのデータを、充電器制御部１１９へ送る。
【０１４６】
　機器制御装置１１０の充電器制御部１１９は、利用料金が精算された旨のデータを、清
算データ受信部１２２から受け取ると、対象の充電器２１０の電力供給インターフェース
のロックを解除させるべく制御する。
【０１４７】
　このようにして、利用者は、電気自動車から充電器２１０の電力供給インターフェース
を取外して、退出することができるようになる。
【０１４８】
　ところで、ステップＳ８０５において，清算対象の利用会員が電子決済を行うことがで
きない場合（Ｓ８０５：Ｎｏ）、利用料金データ送信部１２４は、利用料金を示すデータ
を、自動精算機２７０へ送信する。
【０１４９】
　自動精算機２７０は、充電インフラ２００の利用料金を示すデータを機器制御装置１１
０から受信すると、その利用料金と同じ額の貨幣が投入口から投入されるまで待機状態と
なる。そして、自動精算機２７０は、利用料金と同じ額の貨幣が投入口から投入されると
、利用料金が精算された旨を示すデータを機器制御装置１１０へ送信する。
【０１５０】
　その後、機器制御装置１１０は、自動精算機２７０から送信されたデータを受信すると
、上述したステップＳ８０８、Ｓ８０９の処理を行う。
【０１５１】
　以上説明したように、充電インフラ管理システム１００は、充電器２１０の他に、任意
の各種充電インフラ用機器が設けられた様々な運用形態の充電インフラ２００を管理する
ことができる。例えば、充電インフラ１００は、特定の利用者が利用する充電インフラ２
００にも、不特定の利用者が利用する充電インフラ２００にも対応して、その管理を行う
ことができる。
【０１５２】
　図２２は、機器制御装置１１０、及びシステム管理サーバ１５０をコンピュータ等の電
子情報処理装置でそれぞれ構成した場合のハードウェア構成の一例を示す。機器制御装置
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１１０、及びシステム管理サーバ１５０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｔ）周辺部と、入出力部と、レガシー入出力部とを備える。ＣＰＵ周辺部は
、ホスト・コントローラ８０１により相互に接続されるＣＰＵ８０２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄ
ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）８０３、グラフィック・コントローラ８０４、及び
表示装置８０５を有する。入出力部は、入出力コントローラ８０６によりホスト・コント
ローラ８０１に接続される通信インターフェース８０７、ハードディスクドライブ８０８
、及びＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）ドライブ８０９を有す
る。レガシー入出力部は、入出力コントローラ８０６に接続されるＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏ
ｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）８１０、及び入出力チップ８１２を有する。
【０１５３】
　ホスト・コントローラ８０１は、ＲＡＭ８０３と、高い転送レートでＲＡＭ８０３をア
クセスするＣＰＵ８０２、及びグラフィック・コントローラ８０４とを接続する。ＣＰＵ
８０２は、ＲＯＭ８１０、及びＲＡＭ８０３に格納されたプログラムに基づいて動作して
、各部の制御をする。グラフィック・コントローラ８０４は、ＣＰＵ８０２等がＲＡＭ８
０３内に設けたフレーム・バッファ上に生成する画像データを取得して、表示装置８０５
上に表示させる。これに代えて、グラフィック・コントローラ８０４は、ＣＰＵ８０２等
が生成する画像データを格納するフレーム・バッファを、内部に含んでもよい。
【０１５４】
　入出力コントローラ８０６は、ホスト・コントローラ８０１と、比較的高速な入出力装
置であるハードディスクドライブ８０８、通信インターフェース８０７、ＤＶＤドライブ
８０９を接続する。ハードディスクドライブ８０８は、ＣＰＵ８０２が使用するプログラ
ム、及びデータを格納する。通信インターフェース８０７は、ネットワーク通信装置８９
１に接続してプログラム又はデータを送受信する。ＤＶＤドライブ８０９は、ＤＶＤ８９
２からプログラム又はデータを読み取り、ＲＡＭ８０３を介してハードディスクドライブ
８０８、及び通信インターフェース８０７に提供する。
【０１５５】
　入出力コントローラ８０６には、ＲＯＭ８１０、及び入出力チップ８１２の比較的低速
な入出力装置とが接続される。ＲＯＭ８１０は、機器制御装置１１０、及びシステム管理
サーバ１５０が起動時に実行するブート・プログラム、あるいは機器制御装置１１０、及
びシステム管理サーバ１５０のハードウェアに依存するプログラム等を格納する。入出力
チップ８１２は、パラレル・ポート、シリアル・ポート、キーボード・ポート、マウス・
ポート等を介して各種の入出力装置を接続する。
【０１５６】
　ＣＰＵ８０２が実行するプログラムは、ＤＶＤ８９２、又はＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅ
ｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）カード等の記録媒体に格納されて利用者によって提供される。記録
媒体に格納されたプログラムは圧縮されていても非圧縮であってもよい。プログラムは、
記録媒体からハードディスクドライブ８０８にインストールされ、ＲＡＭ８０３に読み出
されてＣＰＵ８０２により実行される。ＣＰＵ８０２により実行されるプログラムは、機
器制御装置１１０を、図１から図２１に関連して説明した充電器設定受付部１１１、利用
会員登録データ受信部１１２、利用会員データ受信部１１３、利用会員認証部１１４、利
用予約判定部１１５、充電器特定部１１６、到着時有用データ送信部１１７、進入規制装
置制御部１１８、充電器制御部１１９、検知信号受信部１２０、利用状況データ送信部１
２１、精算データ受信部１２２、利用料金算出部１２３、利用料金データ送信部１２４、
機器監視部１２５、管理有用データ送信部１２６、単価情報格納部１２７、利用会員情報
格納部１２８、充電器情報格納部１２９、及び管理情報格納部１３０として機能させ、シ
ステム管理サーバ１５０を、図１から図２１に関連して説明した利用会員登録受付部１５
１、利用予約登録受付部１５２、利用会員登録データ送信部１５３、利用状況データ受信
部１５４、利用料金データ受信部１５５、電子決済処理部１５６、清算データ送信部１５
７、到着前有用データ送信要求受付部１５８、到着可能充電インフラ特定部１５９、到着
前有用データ送信部１６０、利用会員情報格納部１６１、及び充電インフラ情報格納部１
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６２として機能させる。
【０１５７】
　以上に示したプログラムは、外部の記憶媒体に格納されてもよい。記憶媒体としては、
ＤＶＤ８９２の他に、ＰＤ（Ｐｈａｓｅ　Ｄｉｓｋ）等の光学記録媒体、ＭＤ（Ｍｉｎｉ
Ｄｉｓｋ）等の光磁気記録媒体、テープ媒体、ＩＣカード等の半導体メモリ等を用いるこ
とができる。また、専用通信ネットワークあるいはインターネットに接続されたサーバシ
ステムに設けたハードディスク又はＲＡＭ等の記憶媒体を記録媒体として使用して、ネッ
トワークを介したプログラムとして提供してもよい。
【０１５８】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は、上記実施の形
態に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更又は改良を加えること
が可能であることが当業者に明らかである。そのような変更又は改良を加えた形態も本発
明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【符号の説明】
【０１５９】
１００　充電インフラ管理システム
１１０　機器制御装置
１１１　充電器設定受付部
１１２　利用会員登録データ受信部
１１３　利用会員データ受信部
１１４　利用会員認証部
１１５　利用予約判定部
１１６　充電器特定部
１１７　到着時有用データ送信部
１１８　進入規制装置制御部
１１９　充電器制御部
１２０　検知信号受信部
１２１　利用状況データ送信部
１２２　清算データ受信部
１２３　利用料金算出部
１２４　利用料金データ送信部
１２５　機器監視部
１２６　管理有用データ送信部
１２７　単価情報格納部
１２８　利用会員情報格納部
１２９　充電器情報格納部
１３０　管理情報格納部
１５０　システム管理サーバ
１５１　利用会員登録受付部
１５２　利用予約登録受付部
１５３　利用会員登録データ送信部
１５４　利用状況データ受信部
１５５　利用料金データ受信部
１５６　電子決済処理部
１５７　清算データ送信部
１５８　到着前有用データ送信要求受付部
１５９　到着可能充電インフラ特定部
１６０　到着前有用データ送信部
１６１　利用会員情報格納部
１６２　充電インフラ情報格納部
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１７０　クレジット会社サーバ
１８０　利用者装置
１９０　管理者装置
２００　充電インフラ
２０１　駐車スペース
２０２　出入口
２１０　充電器
２２０　ＤＳＲＣ路側無線装置
２４０　ＩＣカードリーダ
２５０　フラップ板
２６０　センサー
２７０　自動精算機
８０１　ホスト・コントローラ
８０２　ＣＰＵ
８０３　ＲＡＭ
８０４　グラフィック・コントローラ
８０５　表示装置
８０６　入出力コントローラ
８０７　通信インターフェース
８０８　ハードディスクドライブ
８０９　ＤＶＤドライブ
８１０　ＲＯＭ
８１２　入出力チップ
８９１　ネットワーク通信装置
８９２　ＤＶＤ
Ｃ　通信エリア
Ｉ　通信回線
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